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 実践的な農業の技術力と経営力を備えた

地域のリーダーとなる農業者
  を養成する。

教育目標
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組 織

事務
校長 － 副校長 農業経営部

研修部

教務管理

水田経営学科
野菜経営学科
果樹経営学科
花き経営学科
畜産経営学科
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 経営シミュレーションによる
総合的な実践力の習得

現場の課題から卒業論文テーマを設定し、自
ら生産から販売まで一連のプロジェクトとし
て取り組み、経営シミュレーションの手法も
取り入れながら総合的な農業経営を実践する
力を習得します。

教育の特色
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農業経営部

５



学生内訳

人数

農業課程 ５８名

普通課程 ２３名

その他 １７名

計 ９８名

人数

専業農家 ２４名

兼業農家 ２１名

非農家 ５３名

計 ９８名

区 分 人数 区 分 人数

県

内

県北 ３５名
県

内

南会津 ０名

県中 ２４名 相 双 ４名

県南 １０名 いわき ７名

会津 １３名 県 外 ６名

①出身高等学校過程別 ②農家・非農家 ③出身地域別

計

１年 ５７（１５）名

２年 ４１（１２）名

計 ９８（２７）名

学生数
（ ）内は女子

※４月現在
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学習内容
＜令和７年度入校生履修計画の概要＞

学年 主要な教育目標 主な学習内容

自主性の養成

農業の基礎技術・知識を習得

し、学習目標を持つ。

主体性・実践力の養成

農業の魅力を実感し、将来の

経営目標を設定する。

豊かな人間性と主体性の確立

卒業論文を通じ、課題解決手

法と経営感覚を養う。

実践力のある農業者の育成

優れた経営感覚を醸成し、学

業を総括する。

時期

〇農業の基礎：教養科目、土壌肥料概論、農業概論、GAP概論など基礎

知識の早期習得

〇実践の導入：先進農家等留学研修で農業経営全般を体験

〇応用知識：専門分野の各論、スマート農業、食品製造、海外視察など

〇進路準備：就農講座I/就職講座I、資格取得（簿記、毒劇物等）

〇研究開始：卒業論文設計（課題設定と計画策定）に着手

〇経営力強化：農業経営、マーケティング論、農産物流通など

〇技術と応用：スマート農業の実践と応用、有機農業

〇免許取得：農業機械操作実習（大型特殊免許取得など）

〇社会性と法規：農業法規、農業情勢、環境保全など

〇集大成：卒業論文の完成と発表会で、論理的思考力と自己表現能力を

養う

前期

 (4月～9月)

適応力養成期間

後期

 (10月～3月)

実践力養成期間

前期

 (4月～9月)

実践力アップ期間

後期

 (10月～3月)

総括期間

1

学

年

2

学

年
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【今年度拡充した主なカリキュラム】
科目名 単位数 目的

新設 英語コミュニケーション 1 国際化に対応した人材育成

福島の農業 1 本県の農業・農村への理解醸成

フォークリフト運転技能講習 1 取得可能資格の拡大

変更 スマート農業実践 1→2 新施設供用開始に伴う拡充



実習風景

８



⚫卒業時に「専門士」の称号

⚫県職員採用時は「短大卒」の資格

⚫4年制大学の編入学試験が受験可

⚫資格取得

大型特殊免許、けん引免許、簿記3級、

毒物劇物取扱者、日本農業技術検定、

土壌医検定、家畜人工授精師（畜産

経営学科のみ）等

免許・資格
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就農 53％自家就農・法人就農

42％就職
農業協同組合・農業団体

 関連産業・公務員・他産業

卒業生の進路（令和６年度）

R6新設の「就農予定学

生と農林事務所との懇
談会」の様子

「ふくしま農業人フェア」
に学生の参加を誘導
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研修部
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研修部が行う主な農業研修
 一般農業者及び就農を目指す方を対象とした

次の研修を実施しています

就農研修
（初級）

就農研修
（中級）

長期

就農研修

農産加工

研修

農業機械

研修
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農業短期大学校で７名、果樹研究所で８名が受講中

長期就農研修
転職者等の円滑な就農促進を図るため、
1年を通した栽培技術等を体系的に習得
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長期就農研修

○直近10年間の受講状況

○Ｒ６修了者（１２名）の状況
就農 １１名（独立自営１０名、親元就農１名）
研修継続 １名
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うち修了者数
H27～R6 99 96

長期就農研修受講者数
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アグリ探求棟

屋外作業準備棟

一般宿泊棟

学生寮

新施設供用開始！
アグリカレッジ福島では、令和３年から教育や研修機能の強化に取り組み、本年４月より
スマート農業が学習できる研修施設、学生や研修生の宿泊施設の供用を開始しました。



アグリ探求棟
県産材をふんだんに使用した
クリエイティブホール

学生寮
個室でプライバシーを確保
全室冷暖房完備

新施設を
御紹介！
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関係機関との連携
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幼稚園児の農業体験受入

連携協定に基づく
ＪＡ東西しらかわからの米寄贈

学校産牛肉の
スーパーマーケットいちいでの販売実習

学校産酒米使用の日本酒
ラベルも学生がデザイン

矢吹町と連携し
校内で体験農園実施
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